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２ 病原体定点からの情報 

市内の病原体定点は、小児科定点：9か所、インフルエンザ（内科）定点：3か所、眼科定点：1か所、基幹

（病院）定点：4か所の計17か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点とインフルエンザ定点では定期的に行っており、小児科定点は9か所を2グル

ープに分けて毎週1グループで実施しています。また、インフルエンザ定点では特に冬季のインフルエンザ

流行時に実施しています。 

眼科と基幹定点では、検体採取は対象疾患の患者から検体を採取できたときにのみ行っています。 

 

＜ウイルス検査＞ 

2月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点53件（鼻咽頭ぬぐい液52件、ふん便1件）、内科

定点16件（鼻咽頭ぬぐい液15件、ふん便1件）、眼科定点2件（眼脂）、基幹定点7件（鼻咽頭ぬぐい液4件、

髄液、直腸ぬぐい液、血液各1件）でした。患者の臨床症状別内訳は、小児科定点はインフルエンザ36人、

気道炎13人、発疹症2人、胃腸炎、流行性耳下腺炎各1人、内科定点はインフルエンザ13人、気道炎、胃

腸炎、関節痛各1人、眼科定点は急性出血性結膜炎、流行性角結膜炎各1人、基幹定点は脳柄脊髄炎、

脳症、エンテロウイルス・水痘感染疑い各1人でした。 

3月8日現在、小児科定点のインフルエンザ患者23人からインフルエンザウイルスAH3（以下Inf-AH3）型、

2人からインフルエンザウイルスB（以下Inf-B）型、内科定点のインフルエンザ患者9人と気道炎患者1人か

らInf-AH3型、インフルエンザ患者1人からInf-B型が分離されています。 

3月8日現在、小児科定点のインフルエンザ患者23人からインフルエンザウイルスAH3（以下Inf-AH3）型、

2人からインフルエンザウイルスB（以下Inf-B）型、内科定点のインフルエンザ患者9人と気道炎患者1人か

らInf-AH3型、インフルエンザ患者1人からInf-B型が分離されています。 

その他の検体は引き続き検査中です。 

【 検査研究課 ウイルス担当 】 

 

＜細菌検査＞ 

2月の感染性胃腸炎関係の受付は、基幹定点から6件、定点以外の医療機関等からは2件あり、腸管出

血性大腸菌（O157:H7,VT1＆2）が検出されました。 

溶血性レンサ球菌咽頭炎の検体受付は小児科定点から8件で、Ａ群溶血性レンサ球菌が4件、黄色ブド

ウ球菌が2件、インフルエンザ菌および肺炎球菌が1件検出されました。 

（次ページに表）



13 

表 感染症発生動向調査における病原体検査（2月） 

感染性胃腸炎 

 検査年月 2月 2013年1月～2月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 0 6 2 1 15 3 

 菌種名    

 赤痢菌    1 

 腸管出血性大腸菌   2 3 

 チフス菌    2 

 不検出 0 6 0 1 12 0 

その他の感染症 

 検査年月 2月 2013年1月～2月 

 定点の区別 小児科 基幹 その他* 小児科 基幹 その他*

 件 数 8 2 5 11 6 13 

 菌種名       

 A群溶血性レンサ球菌 T１     1  

  T6    1   

  T4 3   4   

  T28 1   1   

  T B3264    1   

 メチシリン耐性黄色ブドウ球菌  1   2  

 バンコマイシン耐性腸球菌  1   1  

 インフルエンザ菌 1   1  1 

 肺炎球菌 1   1 2  

 Neisseria meningitidis      2 

 黄色ブドウ球菌 2   2   

 結核菌   5   10 

 不検出 0 0 0 0 0 0 

＊：定点以外医療機関等（届出疾病の検査依頼） 

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法 

 

【 検査研究課 細菌担当 】 


